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大
阪
市
で
は
「
水
を
企
業
に
委
ね
て
え
え
の
？
」

麻
生
副
総
理
に
よ
る
水
道
バ
ー
ゲ
ン
†
ル
告
知
の
2
旦
剛
、
「
公
共
イ
ン
フ
ラ
の
運
営
権
を
、
民
間
企
業

に
売
却
し
ま
し
ょ
う
」
と
日
本
政
府
に
提
案
し
て
い
た
、
も
う
1
人
の
†
パ
ー
ソ
ン
が
い
た
C

小
泉
政
権
で
日
本
の
水
道
を
最
初
に
民
営
化
し
た
立
役
軍
あ
り
、
今
は
安
倍
政
権
の
産
業
競
争
力
会
議
メ

ン
バ
ー
で
あ
る
、
竹
中
平
蔵
民
間
賞
（
注
‥
議
員
と
い
っ
て
も
選
挙
で
選
ば
れ
る
の
で
は
な
く
官
僚
が
指
名
C

現
在
、
各
分
野
の
藷
緩
和
法
案
骨
子
は
彼
ら
に
よ
っ
て
作
ら
れ
て
い
る
）
だ
。

筈
氏
は
こ
の
時
、
2
0
1
2
年
に
橋
下
徹
市
長
（
当
時
）
が
「
水
道
民
営
化
構
想
」
を
掲
げ
て
い
た
大
阪

市
を
、
優
良
事
例
と
し
て
紹
介
し
た
。

「
競
争
が
サ
ー
ビ
ス
の
質
呈
げ
、
水
道
料
金
を
下
げ
、
そ
れ
が
市
民
に
還
元
さ
れ
る
ー
・
」

橋
下
市
長
は
水
道
民
営
化
の
メ
リ
ッ
ト
を
繰
り
返
し
強
調
し
、
2
0
1
4
年
4
月
に
水
道
事
業
の
運
営
権

（
0
0
年
）
を
、
市
が
全
額
出
資
す
る
民
間
企
業
に
2
3
0
0
億
円
で
売
る
方
針
案
表
す
る
。

だ
が
シ
ビ
ア
な
大
阪
人
た
ち
は
、
瞬
時
に
算
盤
を
弾
き
：
」
の
提
案
に
眉
を
ひ
そ
め
た
C

そ
の
提
案
が
あ
っ
た
年
、
大
阪
の
水
道
事
業
は
1
0
3
億
円
の
利
益
呈
げ
て
い
だ
か
ら
だ
。
長
期
間
か
け

て
少
し
ず
つ
返
済
す
る
債
務
は
あ
る
が
、
経
営
は
黒
字
。
2
0
0
3
年
の
高
度
浄
化
処
理
シ
ス
テ
ム
導
入
以
降

は
品
質
の
良
い
美
味
し
い
水
が
安
く
供
給
で
き
て
い
る
、
優
良
自
治
体
な
の
だ
。

な
ぜ
わ
ざ
わ
ざ
民
営
化
す
る
の
か
？

最
初
は
1
0
0
％
市
の
出
資
で
も
、
5
年
後
か
ら
は
民
間
も
出
資
で
き
る
と
い
う
の
が
、
ど
う
も
キ
ナ
臭
い
。

「
大
阪
が
水
道
民
営
化
の
実
験
場
に
さ
れ
る
」
と
警
戒
し
皐
松
邦
夫
前
大
阪
市
長
は
、
「
大
災
害
が
起
き
た

時
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧
が
公
営
で
な
く
民
営
だ
と
、
国
の
支
援
を
受
け
ら
れ
る
保
障
が
な
い
。
水
道
は
民

営
化
す
べ
き
で
な
い
」
と
強
く
反
対
、
「
生
命
の
源
、
水
を
営
利
企
業
に
ゆ
だ
ね
て
え
え
の
？
」
と
題
し
て
市

内
で
緊
急
集
会
を
開
き
、
市
民
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
提
出
を
呼
び
か
け
る
。

結
局
、
民
間
企
業
が
運
営
す
る
こ
と
で
、
水
道
料
金
が
上
が
る
リ
ス
ク
や
、
企
業
側
の
コ
ス
ト
削
減
に
よ
る

水
質
悪
化
な
ど
の
懸
念
が
出
さ
れ
、
大
阪
市
の
水
道
民
営
化
法
案
は
市
議
会
で
否
決
さ
れ
た
。

後
任
の
吉
村
洋
文
市
長
が
2
0
1
7
年
3
月
に
再
度
民
営
化
を
提
案
し
た
が
、
市
議
会
は
納
得
せ
ず
、
再
び

同
じ
よ
う
に
市
の
条
例
を
改
正
し
水
道
を
民
営
化
し
よ
う
と
し
秦
良
市
も
、
や
は
。
市
議
会
が
承
認
し
て

民
営
化
推
進
派
は
願
主
げ
た
。
仕
方
な
い
、
自
治
体
が
ぶ
う
ぶ
う
言
う
な
ら
ば
、
与
党
が
多
数
を
持
つ
国

政
か
ら
、
一
つ
後
押
し
で
や
る
と
す
る
か
。

竹
中
平
蔵
氏
や
麻
生
太
郎
副
総
理
の
主
導
で
法
改
正
が
ど
ん
ど
ん
進
め
ら
れ
、
そ
の
間
マ
ス
コ
ミ
は
行
儀
よ

く
沈
黙
し
て
い
“
た
。


